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令和元年第３回防府市議会定例会会議録（その１） 

 

○令和元年９月２日（月曜日） 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議事日程 

令和元年９月２日（月曜日）   午前１０時 開会 

   １ 開  会 

   ２ 会議録署名議員の指名 

   ３ 会期の決定 

   ４ 市長行政報告 

   ５ 総合交通体系調査特別委員会の中間報告 

   ６ 推薦第 ２号 人権擁護委員候補者の推薦について 

   ７ 報告第２５号 防府地域振興株式会社の経営状況報告について 

   ８ 報告第２６号 平成３０年度防府市一般会計継続費精算報告について 

     報告第２７号 平成３０年度防府市競輪事業特別会計継続費精算報告について 

   ９ 報告第２８号 平成３０年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の 

            報告について 

   10 報告第２９号 専決処分の報告について 

     報告第３０号 専決処分の報告について 

   11 報告第３１号 契約の報告について 

   12 報告第３２号 契約の報告について 

   13 報告第３３号 中小企業振興施策の実施状況報告について 

   14 認定第 １号 平成３０年度決算の認定について 

     議案第６６号 平成３０年度防府市水道事業剰余金の処分について 

     議案第６７号 平成３０年度防府市工業用水道事業剰余金の処分について 

     議案第６８号 平成３０年度防府市公共下水道事業剰余金の処分について 

     認定第 ２号 平成３０年度防府市上下水道事業決算の認定について 

   15 議案第６９号 財産の取得について 

     議案第７０号 財産の取得について 

   16 議案第７１号 防府市会計年度任用職員の給与等に関する条例の制定について 

     議案第７２号 防府市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例等中改正 

            について 
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   17 議案第７３号 防府市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例等中改正 

            について 

   18 議案第７４号 防府市固定資産評価審査委員会に関する条例中改正について 

   19 議案第７５号 防府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関 

            する基準を定める条例中改正について 

   20 議案第７６号 防府市災害弔慰金の支給等に関する条例中改正について 

   21 議案第７７号 防府市水道事業給水条例中改正について 

   22 議案第７８号 令和元年度防府市一般会計補正予算（第４号） 

   23 議案第７９号 令和元年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第１号） 

     議案第８０号 令和元年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

     議案第８１号 令和元年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 

     議案第８２号 令和元年度防府市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 

     議案第８３号 令和元年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 

     議案第８４号 令和元年度防府市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１ 

            号） 
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○本日の会議に付した事件 

目次に記載したとおり 
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○出席議員（２２名） 

       １番  河 村   孝 君      ２番  山 本 久 江 君 

       ３番  山 田 耕 治 君      ４番  橋 本 龍太郎 君 

       ５番  牛 見   航 君      ６番  曽 我 好 則 君 

       ７番  安 村 政 治 君      ９番  石 田 卓 成 君 

      １０番  宇多村 史 朗 君     １１番  吉 村 祐太郎 君 

      １２番  藤 村 こずえ 君     １３番  清 水 浩 司 君 

      １４番  三 原 昭 治 君     １５番  清 水 力 志 君 

      １６番  山 根 祐 二 君     １７番  髙 砂 朋 子 君 

      １８番  久 保 潤 爾 君     １９番  田 中 健 次 君 

      ２０番  今 津 誠 一 君     ２２番  和 田 敏 明 君 
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      ２３番  上 田 和 夫 君     ２５番  河 杉 憲 二 君 
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○欠席議員（２名） 

      ２１番  田 中 敏 靖 君     ２４番  行 重 延 昭 君 
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○説明のため出席した者 

  市 長 池 田   豊 君  副 市 長 森 重   豊 君 

  教 育 長 江 山   稔 君  代 表 監 査 委 員 中 村 恭 烋 君 

  総 務 部 長 伊 豆 利 裕 君  総 務 部 理 事 石 丸 泰 三 君 

  総 務 課 長 永 松   勉 君  総 合 政 策 部 長 小 野 浩 誠 君 

  地 域 交 流 部 長 島 田 文 也 君  生 活 環 境 部 長 原 田 みゆき 君 

  健 康 福 祉 部 長 熊 野 博 之 君  産 業 振 興 部 長 赤 松 英 明 君 

  土木都市建設部長 佐 甲 裕 史 君  入 札 検 査 室 長 竹 末 忠 巳 君 

  会 計 管 理 者 吉 冨 博 之 君  農業委員会事務局長 内 田 健 彦 君 

  監査委員事務局長 野 村 利 明 君  選挙管理委員会事務局長 福 江 博 文 君 

  消 防 長 田 中   洋 君  教 育 部 長 林   慎 一 君 

  上 下 水 道 局 長 河 内 政 昭 君 
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○事務局職員出席者 

  議 会 事 務 局 長 河 田 和 彦 君  議 会 事 務 局 次 長 藤 井 一 郎 君 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

午前１０時    開会 

○議長（河杉 憲二君）  ただいまから、令和元年第３回防府市議会定例会を開会いたし

ます。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 欠席の届け出のありました議員は、田中敏靖議員、行重議員であります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  会議録署名議員の指名   

○議長（河杉 憲二君）  本日の会議録署名議員を御指名申し上げます。６番、曽我議員、

７番、安村議員、御両名にお願いいたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  会期の決定   
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○議長（河杉 憲二君）  会期につきましてお諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、本日から１０月１日までの３０日間としたいと思いますが、御異

議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、今期定例会の会期は、本

日から１０月１日までの３０日間と決定いたしました。 

 議事日程につきましては、お手元に配付しております日程に基づいて進行したいと思い

ますので、どうかよろしくお願いいたします。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  市長行政報告   

○議長（河杉 憲二君）  これより、市長の行政報告を受けます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  それでは、令和元年第３回市議会定例会に当たりまして、５つ

の項目について行政報告をさせていただきます。 

 まず、防災について御報告申し上げます。 

 平成２１年の災害から１０年目を迎えた７月２１日の市民防災の日に防災講演会等の行

事を予定しておりましたが、早朝から大雨警報などが発表され、水防本部体制をとったこ

とから、中止とさせていただきました。 

 なお、当日予定しておりました小・中学生を対象とする防災標語の表彰式につきまして

は、国が定めます防災の日である昨日９月１日に実施をいたしました。あわせて、市とし

て初となります女性向けの防災セミナーも開催したところでございます。 

 今後も、しっかりと防災に関する啓発活動を進めてまいります。 

 続きまして、庁舎建設について御報告申し上げます。 

 今般、新庁舎建設の基本設計・実施設計の業者選定のため企画競争である公募型プロ

ポーザル方式の手続を進め、８月１３日に株式会社久米設計九州支社を優先交渉権者とし

て選定いたしました。 

 今後は、地元企業との共同企業体を結成していただいた上で、契約を締結する予定でご

ざいます。 

 今後、基本設計を進める中で、市民ワークショップやパブリックコメント等を実施して

まいります。 

 続きまして、上山満之進生誕１５０年事業について御報告申し上げます。 

 本年は、防府図書館の前身である三哲文庫を創設された上山満之進翁の生誕１５０年に
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当たります。 

 去る８月２５日に上山満之進に学ぶ会が主催されました上山満之進生誕１５０年記念の

集いに、私も参加させていただきました。 

 本市におきましても、その功績を顕彰するため、中央町公園の通称名を三哲文庫記念公

園とし、上山翁の誕生日である９月２７日に名称碑を設置するとともに、記念講演会の開

催や陳澄波の絵画「東台湾臨海道路」の展示を行うことにしております。 

 なお、三哲文庫記念公園の名称碑については、防府中央ライオンズクラブ様から寄贈の

申し出がありましたので、これをお受けすることにしております。 

 今後も、上山翁の功績や思いなどについて顕彰してまいります。 

 続きまして、セルビアホストタウン推進事業について御報告申し上げます。 

 ２０２０東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催まで１年を切りました。カ

ウントダウンボードの設置をはじめ、防府商工高等学校の生徒が製作したセルビーのオリ

ジナル缶バッジの配布やセルビアちゃんねるによる動画サイトの発信など、機運醸成に向

けた取り組みを進めているところでございます。 

 こうした中、先月上旬にポーランドで開催されたバレーボールの大陸間予選Ａ組におい

て、セルビア女子チームのオリンピック出場が決定いたしました。市民の皆様からの応援

に感謝いたしますとともに、男子チームにつきましても、出場が決まることを願っており

ます。 

 続きまして、観光事業について御報告申し上げます。 

 今年度をほうふ観光元年と位置づけ、防府商工会議所や防府観光コンベンション協会等

と連携し、防府が一つになった新しい観光振興を展開しているところでございます。この

夏も、夏の幸せますフェスタと称して、趣向を凝らした夏祭りを実施いたしました。 

 ７月１４日の港まつりを皮切りに、７月２７日の商店街イベントや防府おどり前夜祭、

８月３日の防府おどり本番、８月３日から８月５日までの防府天満宮御誕辰祭や大花火大

会まで多くの観光客でにぎわい、まさに「すごいな！すごいぞ！防府」の気分を満喫いた

だけた夏だったと感じております。 

 これも、市議会議員の皆様をはじめ、関係された方々の御尽力あってのことでございま

す。秋以降も、しっかりと取り組んでまいりますので、引き続きよろしくお願いいたしま

す。 

 また、地域交流センターアスピラート前に設置しております、からくり時計については、

このたび、防府中央ライオンズクラブ様からの御寄附により、新たに観光案内の広報看板

へと改修することにし、観光事業などのＰＲに活用していく予定としております。 
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 以上、御報告申し上げます。よろしくお願いいたします。 

○議長（河杉 憲二君）  ただいまの行政報告に対する質疑につきましては、一般質問に

含めてお願いしたいと思います。したがいまして、この質問の要旨は、本日の午後５時ま

でに御提出いただきますようお願い申し上げます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  総合交通体系調査特別委員会の中間報告   

○議長（河杉 憲二君）  この際、総合交通体系調査特別委員会から審査の過程について

中間報告をしたい旨の申し出がございましたので、これを許します。山田特別委員長。 

        〔総合交通体系調査特別委員長 山田 耕治君 登壇〕 

○３番（山田 耕治君）  去る７月２６日に総合交通体系調査特別委員会を開催しました

ので、その概要について御報告申し上げます。 

 今回は、防府市地域公共交通路線再編計画（落合線・小茅線編）案について、路線バス

等に関する取り組みについて、及び野島航路の現状と取り組みについての３項目にわたり、

執行部から説明を受け、質疑等を行いました。 

 まず、１項目めの地域公共交通路線再編計画につきまして、執行部から「前回、２月の

委員会で示された再編計画（素案）からの変更点や、玉祖デマンドタクシーの実証運行に

関し、タクシー事業者１社での運行は運転士不足等の理由により困難なことから、複数事

業者で分担して運行する形で調整していること」等の説明がございました。 

 説明に対する主な質疑等を申し上げますと、「玉祖デマンドタクシーの実証運行エリア

に自由ケ丘や日の本の一、日の本の二が入っていないのはなぜか」との質疑に対し、「今

回の実証運行は、バス路線の落合線を代替する手段として実施するものでございます。自

由ケ丘及び日の本の一、日の本の二の自治会につきましては、引き続き路線バスが運行さ

れますので、対象外としております」との答弁がございました。 

 これに対し、「自由ケ丘や日の本の一、日の本の二の自治会は、玉祖地域の公共交通懇

話会にも呼ばれていない。事業を進めるに当たり、地域の声をしっかりと聞いていただき

たい」との要望がございました。 

 さらに、「国の認可上、バス路線のあるところではデマンドタクシーの運行は困難との

説明があった。それならば、バス路線の見直しも含めて検討していただきたいが、いかが

か」との質疑に対し、「御意見をいただきましたので、検討させていただきます」との答

弁がございました。 

 ここで、私から、「方向性をすぐに決めるのではなく、さまざまな意見をテーブルにの

せることが大切。議会報告会において、市民の方から出された意見も執行部にお伝えする
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ので、それらも政策に反映させていただきたい」と要望いたしました。 

 さらに、複数の委員から、「運転士不足が深刻化する中、市や交通事業者のみで対応し

ていくのは難しい。今後は、福祉施設や民間企業、地域住民等の協力を得て、連携して交

通政策を進めることも検討していただきたい」との意見がございました。 

 次に、２項目めの路線バス等に関する取り組みについてでございますが、執行部から

「スマートフォン等でバスの到着時刻などを確認できるバスロケーションシステムが整備

されたことや、右田小学校付近にバス停２カ所を新設したこと、さらに、９月から１カ月

間、バス運賃の低廉化実験を実施すること」などについて説明がございました。 

 説明に対する主な質疑等を申し上げますと、「路線バスの利用促進のため、さまざまな

取り組みをされているのは理解するが、余り効果が見えてこない。効果の有無について、

取り組みの検証・評価はどのようにされているのか」との質疑に対し、「効果が確認でき

た取り組みの一つとして、中新前町自治会の住民の方を対象に、路線バスの利便性を周知

するチラシを配布いたしました。この取り組みにつきましては、当該地域のバス停から乗

車した人数をバス事業者に集計していただいた結果、１日平均で２．８人増加したことを

確認しております。しかし、御指摘のとおり、取り組みの多くは効果がわかりづらい面が

ございますので、バス事業者と連携しながら効果を検証してまいりたいと考えておりま

す」との答弁がございました。 

 これに対し、「毎年行っている事業だから継続するのではなく、事業の見直しも必要。

そのためにも、ぜひ検証の方法は考えていただきたい」との要望がございました。 

 最後に、３項目めの野島航路の現状と取り組みについてでございますが、執行部から

「消費税率の引き上げに伴う、大人の片道運賃の１０円値上げや、島民に対する運賃半額

助成の平成３０年度利用状況及び新しい予備船の船名募集や建造に関する今後の予定」等

について説明がございました。 

 なお、説明に対する質疑につきましては、特段、御報告申し上げるものはございません

でした。 

 以上をもちまして、総合交通体系調査特別委員会の中間報告とさせていただきます。 

○議長（河杉 憲二君）  ただいまの特別委員会の中間報告に対し、質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  以上で、総合交通体系調査特別委員会の中間報告を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  推薦第２号人権擁護委員候補者の推薦について   

○議長（河杉 憲二君）  推薦第２号を議題といたします。 



－8－ 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  推薦第２号人権擁護委員候補者の推薦について御説明申し上げ

ます。 

 本案は、人権擁護委員のうち、門田美和子氏、中谷加代子氏、桑原正文氏の任期が

１２月３１日をもって満了となりますので、人権擁護委員候補者を推薦するに当たり人権

擁護委員法の規定により議会の御意見をいただくため、提案するものでございます。 

 桑原委員は、人権擁護委員として、平成２３年から本市の人権擁護に御尽力をいただき

ましたが、今期をもって退任されることになりました。今日までの御労苦に対し、深く感

謝の意を表する次第でございます。 

 門田委員、中谷委員につきましては、引き続き委員としてお願いするとともに、新たに

重永敬二氏を委員としてお願いするものでございます。 

 いずれの方も、お手元の参考資料にお示ししておりますとおり、豊富な知識と経験をお

持ちであることから、人権擁護委員の候補者として適任であると考えております。 

 御賛同をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  本件に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  質疑を終結して、お諮りいたします。 

 本件については、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  討論を終結して、お諮りいたします。 

 本件については、これに同意することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、推薦第２号については、

これに同意することに決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  報告第２５号防府地域振興株式会社の経営状況報告について   

○議長（河杉 憲二君）  報告第２５号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 
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○市長（池田  豊君）  報告第２５号防府地域振興株式会社の経営状況報告について御

説明申し上げます。 

 まず、平成３０年度の決算でございますが、お手元の事業報告、貸借対照表、損益計算

書、株主資本等変動計算書及び附属明細書にお示ししているとおりでございます。 

 事業内容につきましては、ルルサス防府の公共公益施設部分については防府市への賃貸

を、駐車場施設については時間貸し等による営業をそれぞれ行っております。 

 次に、令和元年度の事業計画でございますが、施設の利便性確保と適切な運営管理に努

めるとともに、中心市街地活性化事業を積極的に取り組んでまいります。 

 以上、概要を御説明申し上げ、報告にかえさせていただきます。よろしくお願い申し上

げます。 

○議長（河杉 憲二君）  本件に対する質疑を求めます。２番、山本議員。 

○２番（山本 久江君）  ２４ページの事業計画になりますけれども、この２番目に駐車

場施設のことが触れられております。この中で、事業計画では施設の安全性の確保と、そ

れから利用者の利便性の向上を図ると、こういうふうに計画がされておりますが、実は利

用者の多くの方々から駐車場料金、今１時間無料ですけれども、図書館の利用者や、それ

から親子ふれあい広場の利用者等々、この施設の利用者の方々から、もう少し無料時間を

延長してもらえないだろうかという、こういう声がたくさん寄せられております。 

 この辺で、ぜひ検討をしていただくように、これは要望という形になりますけれども、

どうぞよろしくお願いをいたします。皆様の声が大変多いものですので、しかも黒字でご

ざいますので、ぜひ御検討いただきたいということを要望しておきます。 

 以上です。 

○議長（河杉 憲二君）  １９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  同じページのその下の３のところですけれども、中心市街地

活性化事業につきまして、防府市等と連携し積極的に取り組んでまいりますというふうに

書いてありますが、何か具体的に考えられていることがあればお答え願いたいと思います。 

○議長（河杉 憲二君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（赤松 英明君）  御質問にお答えします。 

 中心市街地の活性化につきまして、現在、具体的にどういうことを検討しているかとい

うことでございますが、今、中心市街地のルルサス防府のみならず、アスピラートも含め

た一体的な活用を現在、商工会議所とともに検討しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（河杉 憲二君）  ２２番、和田議員。 
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○２２番（和田 敏明君）  同じページなんですが、私も今おっしゃられた、田中健次議

員とちょっと同じことを感じまして、ちょっと余りにも漠とし過ぎていてよくわからない

状況であります。これ議案ですので、もう少し詳しいものを掲載していただきますよう要

望して、終わります。 

○議長（河杉 憲二君）  ほかにございますか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  以上で報告第２５号を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  報告第２６号平成３０年度防府市一般会計継続費精算報告について   

  報告第２７号平成３０年度防府市競輪事業特別会計継続費精算報告について   

○議長（河杉 憲二君）  報告第２６号及び報告第２７号を一括議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  報告第２６号及び報告第２７号の平成３０年度の継続費精算報

告について一括して御説明申し上げます。 

 まず、報告第２６号平成３０年度防府市一般会計継続費精算報告についてでございます

が、平成２９年１２月市議会定例会で継続費の設定について御承認をいただきました、富

海海水浴場施設整備事業ほか３事業の継続年度が終了いたしましたので、地方自治法施行

令第１４５条第２項の規定により御報告申し上げるものでございます。 

 次に、報告第２７号平成３０年度防府市競輪事業特別会計継続費精算報告についてでご

ざいますが、平成２９年３月市議会定例会で継続費の設定について御承認をいただきまし

た、競輪場競走路改修工事の継続年度が終了いたしましたので、地方自治法施行令第

１４５条第２項の規定により御報告申し上げるものでございます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  ただいまの補足説明に対し、これより質疑に入ります。 

 まず、報告第２６号に対する質疑を求めます。ございませんか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  以上で報告第２６号を終わります。 

 次に、報告第２７号に対する質疑を求めます。よろしいですか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  以上で報告第２７号を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 
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  報告第２８号平成３０年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ

いて   

○議長（河杉 憲二君）  報告第２８号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  報告第２８号平成３０年度決算に基づく健全化判断比率及び資

金不足比率の報告について御説明申し上げます。 

 本件は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の

規定により、平成３０年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率を監査委員の意

見書をつけて御報告申し上げるものでございます。 

 まず、健全化判断比率でございますが、実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきまし

ては、実質収支が黒字であるため、比率なしとなっております。 

 実質公債費比率につきましては３．０％、将来負担比率につきましては、将来負担すべ

き実質的な負債がないことから、比率なしとなっており、いずれの数値も早期健全化基準

を下回っているものでございます。 

 次に、資金不足比率でございますが、これは、特別会計のうち法の規定による公営企業

会計に該当する、と場事業特別会計、青果市場事業特別会計、水道事業会計、工業用水道

事業会計及び公共下水道事業会計が対象となるものでございます。 

 いずれの特別会計も、資金不足を生じておりませんので、比率なしとなっております。 

 平成３０年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率による本市の財政状況は、

健全性を確保している段階に位置づけられるものでございます。 

 以上、御報告申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  本件に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  以上で報告第２８号を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  報告第２９号専決処分の報告について   

  報告第３０号専決処分の報告について   

○議長（河杉 憲二君）  報告第２９号及び報告第３０号を一括議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  報告第２９号及び報告第３０号の専決処分の報告について一括
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して御説明申し上げます。 

 本件は、いずれも議会の委任による専決処分をすることができる事項に基づき、損害賠

償の額を決定したものでございます。 

 まず、報告第２９号の事故の概要でございますが、令和元年７月２１日午後６時以降、

スポーツセンターの西の大字浜方２２３番４において、電柱に取りつけた海抜表示看板が

突風にあおられ飛び散り、車庫に駐車していた相手方の車両に接触し、相手方の車両を損

傷させたものでございます。 

 車両の修理も完了し、示談が成立いたしましたので、これを専決処分したものでござい

ます。 

 次に、報告第３０号の事故の概要でございますが、令和元年７月５日午後３時２５分ご

ろ、クリーンセンターの職員が可燃ごみを収集するため車両で市道晒石３号線を北に進行

中、桑南二丁目７１１番６地先において、対向車との接触を回避するため左側に避けた際、

車両を相手方のブロック塀に接触させて損傷させたものでございます。 

 ブロック塀等の修理も完了し、示談が成立しましたので、これを専決処分したものでご

ざいます。 

 以上、御報告申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  ただいまの補足説明に対し、一括して質疑を求めます。１７番、

髙砂議員。 

○１７番（髙砂 朋子君）  第２９号のほうについて質問をいたします。 

 電柱に取りつけた海抜表示の看板が外れたという、飛び散りということでございました。

昨年１０月のころでしたでしょうか。台風で市内あちこちで電柱から外れたということで、

私も１つ届けさせていただきました。そのときに総点検を実施するということを聞いてお

ります。 

 その後の実施状況及び癩癩そのときにお聞きしたわけですけれども、板は大変頑丈なも

ので、とめるバンドの劣化ではないかということも教えていただいたわけですけれども、

今後、総点検の実施によってどのような取りつけ方法、また取りつけ仕様を考えておられ

るのか、その辺をお願いいたします。 

○議長（河杉 憲二君）  総務部理事。 

○総務部理事（石丸 泰三君）  お答えいたします。 

 まず、このたびの看板でございますけれども、平成２８年度に設置したものでございま

して、材質が硬化プラスチック製でございます。２１１枚当時取りつけております。 

 先ほど御紹介ありましたように、平成３０年の台風２５号が参りましたときに、結構な
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数が飛散をいたしまして、１０月に調査を行いまして、状態の悪いものについては疼がす

と。 

 それから、疼がした後に６７枚につきましては新たな看板を作製して取りつけておきま

した。そのときには総点検をしたんですけれども、またこのたびの風によりまして、１枚

飛んだといったことでございまして、ちょっとその辺の事情を重く受けとめまして、また

調査に出まして、先ほど申し上げました６７枚以外のものにつきましては、これから台風

シーズンを迎えるということもございまして、大変不安でございますので、回収をさせて

いただいております。 

 今後につきましては、今の箇所、箇所数、それから今、材質等の仕様について慎重に検

討いたしまして、今後の対応を考えてまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河杉 憲二君）  １７番、髙砂議員。 

○１７番（髙砂 朋子君）  飛んできて車だったからいいわけではありませんし、これが

人体に及ぼすけが等になった場合、大変危険なことだろうと思いますので、今後の安全対

策をしっかり要望しておきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（河杉 憲二君）  １９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  今と同じところを質問しようと思っておったんですが、平成

２８年に取りつけて、それが今回の分は７月ですけれども、昨年の１０月ということにな

ると、２年ちょっとで劣化するというようなことになると、これはある意味じゃ契約にお

いて先方に不備があったというような内容になるんではないかと思うんですが、その辺の

対応はどういうふうにされておるんでしょうか。 

○議長（河杉 憲二君）  総務部理事。 

○総務部理事（石丸 泰三君）  そういったような疑いも我々持ちまして、設置者ととも

にちょっと検討いたしました。当時の仕様等を確認いたしましたけれども、まあ全国的に

定められておりますガイドラインでありますとか、他市の事例を参考にして我々も仕様を

示したというところもございまして、設置者の責に帰すまではなかなか難しいであろうと

いうような判断をいたしたところであります。 

 ただ、想定よりも早くとれてしまったのは事実でございますので、今後、慎重に材質等

の見直し等を行ってまいりたいと思っております。 

 ちなみに、昨年つけ替えました６７枚につきましては、全くこのたびの風でも頑丈にし

っかりついておりましたので、その辺は確認をいたしております。 
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○議長（河杉 憲二君）  ２２番、和田議員。 

○２２番（和田 敏明君）  伺いたいことは今、髙砂議員と田中健次議員がほぼ質問して

いただいたんですが、ちょっと要望だけしておきます。 

 この海抜表示看板ですが、私、以前これは必要なのかということをずっと訴えてまいり

ました。結構な金額も投資してきたというふうに思います。それがたった２年でこういう

ふうな形になるということで、また、台風が来るから外さなければいけないというような

状況では、肝心なときにないということですので、この存在そのものも一緒に考えていた

だきたいと。 

 また、果たして海抜表示が一体何メートルで、じゃあ、何メートルのとこに行けば安全

なのだということをきちんと理解されている市民がどのぐらいおられるのか、そこまでき

っちり調べた上で、この税金というものを活用していただきたいというふうに要望いたし

まして、終わります。 

○議長（河杉 憲二君）  ほかにございますか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  以上で、報告第２９号及び報告第３０号を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  報告第３１号契約の報告について   

○議長（河杉 憲二君）  報告第３１号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  報告第３１号契約の報告について御説明申し上げます。 

 本件は、議決事件に該当しない契約及び財産の処分についての報告に関する条例第３条

第１項の規定により、戸籍総合システム賃貸借等契約及び防府市学校図書館管理システム

機器等賃貸借契約につきまして御報告申し上げるものでございます。 

 報告いたします契約は、お手元にお示しいたしておりますとおりでございますが、戸籍

総合システム賃貸借等契約につきましては、現在使用しておりますサーバーやコンピュー

タ等が法定耐用年数を経過することから、新しい機器に更新するものでございます。 

 既存データの移行に要する費用やサポートの技術等を考慮した結果、現在使用しており

ますシステムの製造者であります富士ゼロックスシステムサービス株式会社と契約を締結

したものでございます。 

 また、防府市学校図書館管理システム機器等賃貸借契約につきましては、指名競争入札

を行いましたが、落札者がございませんでしたので、地方自治法施行令第１６７条の２第
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１項第８号の規定により、当該入札において最低価格で申し込みのあった事業者と随意契

約による契約を締結したものでございます。 

 これをもちまして報告にかえさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（河杉 憲二君）  本件に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  以上で報告第３１号を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  報告第３２号契約の報告について   

○議長（河杉 憲二君）  報告第３２号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  報告第３２号契約の報告について御説明申し上げます。 

 本件は、議決事件に該当しない契約及び財産の処分についての報告に関する条例第３条

第１項の規定により、公共下水道大道分区汚水管路実施設計業務委託につきまして御報告

申し上げるものでございます。 

 報告いたします契約は、お手元にお示しいたしておりますとおり、入札により落札者と

決定いたしました事業者と締結したものでございます。 

 これをもちまして報告にかえさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（河杉 憲二君）  本件に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  以上で報告第３２号を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  報告第３３号中小企業振興施策の実施状況報告について   

○議長（河杉 憲二君）  報告第３３号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  報告第３３号中小企業振興施策の実施状況報告について御説明

申し上げます。 

 本件は、防府市中小企業振興基本条例第１４条の規定により、御報告申し上げるもので

ございます。 

 まず、平成３０年度の中小企業振興施策の実施状況につきましては、中小企業の振興に

関する諸事業を、条例第１０条に規定された８つの基本的方針に則してお示ししているも
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のでございます。 

 次に、本市の工事・役務・物件契約における中小企業者の受注状況につきましては、条

例第４条第３項において、市が発注する工事の請負等については、中小企業者の受注の機

会の増大に努めなければならないとされていることから、その結果の指標といたしまして、

中国経済産業局が実施しております平成３０年度の官公需契約実績額等調査の結果をお示

ししているものでございます。 

 今後も、中小企業の振興に関する施策の総合的かつ計画的な実施を図るとともに、中小

企業者のさらなる受注機会の増大に努めてまいります。 

 これをもちまして報告にかえさせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  本件に対する質疑を求めます。１番、河村議員。 

○１番（河村  孝君）  ただいま昨年度の中小企業施策の実施状況の御報告がございま

したが、昨年度の中小企業振興会議で議論になったのは、国・県・市のそれぞれの支援機

関で行う各種支援策が中小企業に伝わっていないという点が一番の問題点であり、その対

策の一つとして、今年度より中小企業サポートセンター設置へと政策の大きな転換があっ

たわけでございます。この点については、私も昨年度の１２月定例会で中小企業支援策の

充実ということで一般質問をさせていただきました。 

 さて、今の御報告は、防府市中小企業振興基本条例の第１４条に基づく御報告というこ

とであり、その報告に関しては、具体的には防府市中小企業振興基本計画の基本方針に基

づく目標に沿っての御報告が掲載されておりましたけれども、先ほど申し上げました昨年

度の中小企業振興会議で一番議論になった、国・県・市のそれぞれの支援機関で行う各種

支援策が中小企業に伝わっていないとの点が、今回のこの報告書からは残念ながらそれを

読み取ることは難しいと思われます。 

 次年度以降の報告に関しては、このような総論的な点も網羅するような報告が必要であ

り、より検討するために価値的であるというふうに考えますが、この点をどのようにお考

えでしょうか、よろしくお願いします。 

○議長（河杉 憲二君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（赤松 英明君）  御質問にお答えします。 

 この今御報告させていただいております実施状況につきましては、具体的には平成

３０年度の決算ということになっておりますので、今、河村議員さんから御指摘のありま

した中小企業サポートセンターにつきましては、３１年度の予算で計上しているところで

ございます。 

 これにつきましても、何らかの形でこれに反映できるよう検討してみたいというふうに
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考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河杉 憲二君）  １番、河村議員。 

○１番（河村  孝君）  ありがとうございます。次年度以降では、防府市の中小企業サ

ポートセンター設立の成果なども報告されると思いますけれども、中小企業振興会議のそ

の内容、また中小企業振興施策の現状の問題点やその対策が、よりわかりやすくなるよう

な報告になることを要望して、私は終わります。 

 以上です。 

○議長（河杉 憲二君）  １９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  この別冊になっております報告書の、例えば４ページを見ま

すと、注１で事務事業評価については平成３０年度行政評価調書より抜粋というふうに書

いてあります。この平成３０年度行政評価調書というのは、２９年度の事業について評価

を３０年度にしたということになります。 

 今ここにありますのは、３０年度の事業の報告があるわけですが、３０年度の事業の報

告とあわせて、その１年前の事務事業の評価というものを出すのは、少し考えていただか

ないといけないんじゃないかと。 

 ３０年度の事業については、今この議会で決算も出されますし、それから、夏にサマー

レビューというような形で一定の評価がされておるはずであります。そういうことであり

ますから、参考の①のところが、直近の事務事業評価になっておりますが、これは何か別

の言い回しでも構いませんが、少なくとも夏ごろにしたものをここに同じ３０年度のもの

として、３０年度の事業の行政内部の評価として、その下には振興会議の方の意見だとか

提案が出ているわけですが、ここはやっぱり片方は２９年度、片方は３０年度というよう

なちぐはぐな形では好ましくないんじゃないかと思いますので、この辺ぜひ、今後検討い

ただきたいということを要望しておきます。 

○議長（河杉 憲二君）  ２２番、和田議員。 

○２２番（和田 敏明君）  こちらの平成３０年度中小企業振興施策の実施状況のほうで、

５ページで見ていただきたいんですが、市として中小企業等々バックアップしていく施策

はいろいろあると思います。 

 下段の売れるものづくり支援事業補助金については、現在、市長がかわられて休廃止さ

れていると思いますが、例えば、中小企業振興資金融資事業等々、似たような事業はあり

ますが、今回皆さん御存じのとおり、偽装の癩癩大変残念ですが、新聞等々で読まれたと

思います。以前から訴えておるんですが、例えば融資するのはいいんですが、その後の現
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地確認とか、追跡調査とか、似たような事業の中で今後どうしていくかというとこだけ教

えていただけますか。 

○議長（河杉 憲二君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（赤松 英明君）  御質問にお答えします。 

 今、議員さんのほうからお尋ねがありました件につきましては、中小企業振興会議のほ

うでも新商品等を開発して、その後のフォローアップがないじゃないかとかいう御意見も

いただいたところでございます。 

 今後につきましては、その今後の何年間かのフォローアップというのも実施していきた

いというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河杉 憲二君）  ２２番、和田議員。 

○２２番（和田 敏明君）  これ何度も申し上げるんですが、やっぱりこれ融資はいいん

ですが、活用するのは税金ですので、あとのことまできちんとやっていただくよう要望し

て、終わります。 

○議長（河杉 憲二君）  ほかにございませんか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  以上で報告第３３号を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  認定第 １号平成３０年度決算の認定について   

  議案第６６号平成３０年度防府市水道事業剰余金の処分について   

  議案第６７号平成３０年度防府市工業用水道事業剰余金の処分について   

  議案第６８号平成３０年度防府市公共下水道事業剰余金の処分について   

  認定第 ２号平成３０年度防府市上下水道事業決算の認定について   

○議長（河杉 憲二君）  認定第１号、議案第６６号から議案第６８号まで及び認定第

２号の５議案を一括議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  認定第１号平成３０年度決算の認定について、議案第６６号平

成３０年度防府市水道事業剰余金の処分について、議案第６７号平成３０年度防府市工業

用水道事業剰余金の処分について、議案第６８号平成３０年度防府市公共下水道事業剰余

金の処分について及び認定第２号平成３０年度防府市上下水道事業決算の認定についての

５議案について一括して御説明申し上げます。 
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 まず、認定第１号平成３０年度決算の認定について御説明申し上げます。 

 この決算は、地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査委員の意見を付して議会

の認定をいただくものでございます。 

 なお、地方自治法第２４１条第５項の規定により、決算書末尾の基金の運用状況を示す

書類及びこれに対する監査委員の意見書をあわせて提出いたしております。 

 また、決算の各部門における主要な施策の成果を説明する書類も資料として配付いたし

ておりますので、ごらんいただきますようお願い申し上げます。 

 決算の概要を申し上げますと、一般会計におきまして、予算現額４６８億６，９５２万

７，５７０円に対しまして、収入済額は４２７億３，３６５万７，０４６円、支出済額は

４１２億１，２６８万７，４９７円と相なり、歳入歳出差引額は１５億２，０９６万９，

５４９円となりますが、繰越明許費及び継続費の繰越金として、翌年度へ繰り越すべき財

源が４億７，３７８万８，８５５円必要となるため、実質収支では、１０億４，７１８万

６９４円の黒字決算となっております。 

 しかしながら、引き続き厳しい状況にあることを十分に認識し、効率的な行政運営と財

政の健全化に、なお一層の努力を傾注してまいる所存であります。 

 次に、特別会計でございますが、まず、競輪事業特別会計につきましては、予算現額

１６１億４万５，０００円に対しまして、収入済額は１６３億４，４０７万６，８１８円、

支出済額は１５８億３，９０５万６，６９１円と相なり、歳入歳出差引額５億５０２万

１２７円を翌年度へ繰り越しているものでございます。 

 次に、国民健康保険事業特別会計でございますが、予算現額１３８億７，５４１万２，

０００円に対しまして、収入済額は１３６億１３７万７，３８２円、支出済額は１３１億

１，０３４万５，７２４円と相なり、歳入歳出差引額４億９，１０３万１，６５８円を翌

年度へ繰り越しているものでございます。 

 次に、と場事業特別会計でございますが、予算現額１，２４５万２，０００円に対しま

して、収入済額、支出済額とも１，１３５万２，２４０円と相なり、歳入歳出差引額はゼ

ロとなっております。 

 次に、青果市場事業特別会計でございますが、予算現額３，５０５万４，０００円に対

しまして、収入済額、支出済額とも３，２１４万７２円と相なり、歳入歳出差引額はゼロ

となっております。 

 次に、駐車場事業特別会計でございますが、予算現額４，０１５万２，０００円に対し

まして、収入済額は３，８６３万１，２３４円、支出済額は２５６万６，１５７円と相な

り、歳入歳出差引額３，６０６万５，０７７円を翌年度へ繰り越しているものでございま
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す。 

 次に、交通災害共済事業特別会計でございますが、予算現額２，４６０万３，０００円

に対しまして、収入済額は２，２３７万１，８７９円、支出済額は９８１万２，５９１円

と相なり、歳入歳出差引額１，２５５万９，２８８円を翌年度へ繰り越しているものでご

ざいます。 

 次に、介護保険事業特別会計でございますが、予算現額１１１億６，９８８万５，

４００円に対しまして、収入済額は１１１億２，０５６万７，１５９円、支出済額は

１０８億３，４５６万４，８１３円と相なり、歳入歳出差引額２億８，６００万２，

３４６円を翌年度へ繰り越しているものでございます。 

 最後に、後期高齢者医療事業特別会計でございますが、予算現額１８億６，６９４万７，

０００円に対しまして、収入済額は１８億５，９２９万３，８９８円、支出済額は１８億

８０３万３，５０２円と相なり、歳入歳出差引額５，１２６万３９６円を翌年度へ繰り越

しているものでございます。 

 続きまして、議案第６６号から議案第６８号まで及び認定第２号の４議案について御説

明申し上げます。 

 本件は、地方公営企業法第３２条第２項の規定により、防府市水道事業、防府市工業用

水道事業及び防府市公共下水道事業の平成３０年度決算に伴い生じた剰余金の処分につい

て、議会の議決をいただくものでございます。 

 それぞれの議案の内容について申し上げますと、議案第６６号の防府市水道事業の剰余

金の処分につきましては、未処分利益剰余金のうち、決算認定議案で御説明いたします平

成３０年度の当年度純利益相当額４億１，４９６万３，９１２円を企業債の償還財源とす

るために減債積立金へ積み立て、減債積立金を企業債の償還に使用した額４億７，

４７２万１，８１３円を資本金に組み入れ、処分後残高の２億円につきましては、翌年度

に繰り越すものでございます。 

 次に、議案第６７号の防府市工業用水道事業の剰余金の処分につきましては、未処分利

益剰余金のうち、２，８００万円を建設改良事業の財源とするために建設改良積立金へ積

み立て、建設改良積立金を建設改良事業に使用した額８，５００万円を資本金に組み入れ、

処分後残高の２億１４７万９５９円につきましては、翌年度に繰り越すものでございます。 

 次に、議案第６８号の防府市公共下水道事業の剰余金の処分につきましては、未処分利

益剰余金のうち、平成３０年度決算に伴う純利益相当額の１億４，１６８万５，３３９円

を企業債の償還財源とするために減債積立金へ積み立て、減債積立金を企業債の償還に使

用した額１億５，６５４万６，６５５円を資本金に組み入れるものでございます。 
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 続きまして、認定第２号平成３０年度防府市上下水道事業決算の認定について御説明申

し上げます。 

 この決算は、地方公営企業法第３０条第４項の規定により、監査委員の意見を付して議

会の認定をいただくものでございます。 

 まず、水道事業会計について御説明いたします。 

 概況につきましては、決算書の１７ページの決算附属書類にお示ししているとおりでご

ざいますが、収益総額は２１億７，０５４万１１９円、費用総額は１７億５，５５７万６，

２０７円と相なり、差し引き４億１，４９６万３，９１２円の当年度純利益を計上いたし

ました。 

 資本的収支につきましては、決算書の８ページ及び９ページにお示ししておりますが、

収入額は３億９，１９５万９，８８７円、支出額は１５億３，２０２万８，４１８円と相

なり、差し引き１１億４，００６万８，５３１円の収入不足となりましたが、８ページ欄

外にお示ししているとおり、損益勘定留保資金等で補痾しております。 

 今後とも、水需要の動向を注視し、事業の優先度を勘案しながら施設の老朽化対策、耐

震化等の諸事業を進めるとともに、経営の効率化を徹底してまいりたいと存じます。 

 次に、工業用水道事業会計について御説明申し上げます。 

 概況につきましては、決算書の６３ページの決算附属書類にお示ししているとおりでご

ざいますが、収益総額は１億４，３２８万４，０８２円、費用総額は１億１，４６４万２，

７８１円と相なり、差し引き２，８６４万１，３０１円の当年度純利益を計上いたしまし

た。 

 資本的収支におきましては、決算書の５４ページ及び５５ページにお示ししております

が、収入額はゼロ、支出額は９，４２４万７，１５９円と相なり、差し引き９，４２４万

７，１５９円の収入不足となりましたが、５４ページ欄外にお示ししているとおり、建設

改良積立金等で補痾しております。 

 今後とも、事業運営の効率化と経費削減に努め、健全経営を続けてまいりたいと存じま

す。 

 最後に、公共下水道事業会計について御説明いたします。 

 概況につきましては、決算書の９１ページの決算附属書類にお示ししているとおりでご

ざいますが、収益総額は２８億２，５５２万２，５３７円、費用総額は２６億８，

３８３万７，１９８円と相なり、差し引き１億４，１６８万５，３３９円の当年度純利益

を計上いたしました。 

 資本的収支におきましては、決算書の８２ページ及び８３ページにお示ししております
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が、収入額２５億６，９４４万２，７５２円から翌年度へ繰り越される支出の財源に充当

する額５億３，２６０万円を差し引いた額は２０億３，６８４万２，７５２円、支出額は

３６億７，４１１万２，０２３円と相なり、差し引き１６億３，７２６万９，２７１円の

収入不足となりましたが、８２ページ欄外にお示ししているとおり、損益勘定留保資金等

で補痾しております。 

 今後とも、衛生的で快適な生活環境を確保するため、未普及地区への管渠の布設、事業

計画区域外の区域における合併処理浄化槽の普及促進に努めてまいりますとともに、施設

の整備や長寿命化工事を施工してまいりたいと存じます。 

 以上、５議案について御説明いたしましたが、平成３０年度決算の認定について及び平

成３０年度防府市上下水道事業決算の認定についての２議案につきましては、先ほど申し

述べましたように監査委員の審査意見書、その他関係附属書類をお届けいたしております。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  ただいまの補足説明に対し、これより質疑を求めます。 

 まず、認定第１号に対する質疑を求めます。１８番、久保議員。 

○１８番（久保 潤爾君）  歳入歳出決算書の４４３ページ、基金の一覧がありますけど、

有価証券が今年度約２億６，０００万円減額になっているんですけど、これの説明をお願

いします。 

○議長（河杉 憲二君）  会計管理者。 

○会計管理者（吉冨 博之君）  御質問にお答えします。 

 減額の理由ですけれども、２億円ほど債券を売却しておりますので、その関係で減額と

なっております。 

 以上です。 

○議長（河杉 憲二君）  １８番、久保議員。 

○１８番（久保 潤爾君）  済みません、本当に単純な質問で申しわけないですが、売却

益というのは決算書のどのあたり出ていますか。 

○議長（河杉 憲二君）  会計管理者。 

○会計管理者（吉冨 博之君）  決算書１０９ページに、節として３で有価証券利子の項

目の中に運用益として入っております。 

○議長（河杉 憲二君）  １８番、久保議員。 

○１８番（久保 潤爾君）  今の有価証券利子と言われましたが、さっき証券売却したと

言われました、２億円ほど。２億円売却したらそれに近い収入があると思うんです。この

有価証券利子の合計額は約６００万円なんですけれど。 
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○議長（河杉 憲二君）  会計管理者。 

○会計管理者（吉冨 博之君）  売却をしておるんですけれども、例えば単価１００円の

ものをほぼ１００円で売却しておりますので、運用益についてはほぼゼロという状況でご

ざいます。 

○議長（河杉 憲二君）  １８番、久保議員。 

○１８番（久保 潤爾君）  済みません、よくわかっていないかもしれないですけど、

２億円の有価証券を売却されたんですよね、約２億円の。単純に考えて、額面２億円のも

のを売却して、要するに２億円で証券買っていたわけだから、それを売ったということは

２億円入ってきそうな気がするんですけれど、これは間違いなんですか。 

○議長（河杉 憲二君）  会計管理者。 

○会計管理者（吉冨 博之君）  財産収入のほうに計上しますのは売却益のみでございま

す。ただ、例えば２億円の債券を２億円で売った場合、現金が２億円増えますんで、その

分先ほどの４４３ページの現金の残高が増えているということです。債券を売却しても基

金の残高に影響はありませんので、そういうふうな形になります。 

 以上です。 

○議長（河杉 憲二君）  総務部長。 

○総務部長（伊豆 利裕君）  補足の説明をさせていただきます。 

 基金をどのように扱っているかということでございますけれども、有価証券癩癩地方債

とか国債とか買っていると思うんですけれども、そういうものと、定期預金等を勘案した

ときに、このたびは定期預金のほうが利息がいいということで、売り払いというよりは借

りといいますか、運用の仕方を有価証券から定期預金にかえたということでございますの

で、売却とかでなくて、そのときに解約したときの解約、利子とかを足したものがさっき

のところの有価証券利子のところに一部上がっているということでございます。 

○議長（河杉 憲二君）  ほかにございますか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  認定第１号に対する質疑を終結いたします。 

 次に、議案第６６号から議案第６８号までの３議案に対し、一括して質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  議案第６６号から議案第６８号までの３議案に対する質疑を終

結いたします。 

 次に、認定第２号に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（河杉 憲二君）  認定第２号に対する質疑を終結して、お諮りいたします。 

 ただいま議題となっている５議案のうち、まず、認定第１号については、なお審査の要

があると認めますので、１１名の委員をもって構成する一般・特別会計決算特別委員会を

設置し、同委員会に付託したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、認定第１号については、

１１名の委員をもって構成する一般・特別会計決算特別委員会を設置し、これに付託と決

定いたしました。 

 これより、一般・特別会計決算特別委員会の委員を防府市議会委員会条例第８条第１項

の規定により御指名いたします。 

 今津議員、上田議員、牛見議員、宇多村議員、河村議員、清水力志議員、清水浩司議員、

髙砂議員、田中健次議員、橋本議員、三原議員、以上１１名の議員でございます。 

 次に、議案第６６号から議案第６８号まで及び認定第２号の４議案についても、なお審

査の要があると認めますので、１１名の委員をもって構成する上下水道事業決算特別委員

会を設置し、同委員会に付託したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第６６号から議案第

６８号まで及び認定第２号の４議案については、１１名の委員をもって構成する上下水道

事業決算特別委員会を設置し、これに付託と決定いたしました。 

 これより、上下水道事業決算特別委員会の委員を防府市議会委員会条例第８条第１項の

規定により御指名いたします。 

 石田議員、久保議員、曽我議員、藤村議員、安村議員、山田議員、山根議員、山本議員、

行重議員、吉村議員、和田議員、以上１１名の議員でございます。 

 ここで、一般・特別会計決算特別委員会及び上下水道事業決算特別委員会を開催の上、

正副委員長の互選をお願いいたします。 

 委員会の開催場所は、一般・特別会計決算特別委員会が１階の第１委員会室、上下水道

事業決算特別委員会が１階の議会運営委員会室でございます。よろしくお願いいたします。 

 両委員会開催のため、暫時休憩いたします。 

午前１１時１２分 休憩 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

午前１１時２２分 開議 

○議長（河杉 憲二君）  それでは、休憩を閉じて会議を再開いたします。 
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 それぞれ正副委員長が選出されましたので、御報告申し上げます。 

 一般・特別会計決算特別委員会の委員長には今津議員、副委員長には河村議員、上下水

道事業決算特別委員会の委員長には藤村議員、副委員長には吉村議員、以上でございます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第６９号財産の取得について   

  議案第７０号財産の取得について   

○議長（河杉 憲二君）  議案第６９号及び議案第７０号の２議案を一括議題といたしま

す。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  議案第６９号及び議案第７０号の財産の取得について一括して

御説明申し上げます。 

 本２議案は、水槽付消防ポンプ自動車並びに高規格救急自動車及び高度救命処置用資機

材を購入し、消防力の維持強化及び救急業務の充実強化を図ろうとするものでございます。 

 内容につきましては、お手元の参考資料にお示しいたしておりますとおり、水槽付消防

ポンプ自動車は、株式会社初田消火器ほか６者により指名競争入札を行いました結果、株

式会社ハツタ山口が落札いたしましたので、これと契約を締結しようとするものでござい

ます。 

 次に、高規格救急自動車及び高度救命処置用資機材は、藤村ポンプ株式会社ほか２者に

より指名競争入札を行いました結果、山口トヨタ自動車株式会社が落札いたしましたので、

これと契約を締結しようとするものでございます。 

 よろしく御審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  ただいまの補足説明に対して、一括して質疑を求めます。９番、

石田議員。 

○９番（石田 卓成君）  救急車の取得のほうですね。議案第７０号についてお伺いさせ

ていただきます。 

 今回、トヨタ自動車が落札されたということなんですけど、これハイエースのタイプが

入るということでよろしいですかね。 

○議長（河杉 憲二君）  消防長。 

○消防長（田中  洋君）  はい、そのとおりでございます。 

○議長（河杉 憲二君）  ９番、石田議員。 

○９番（石田 卓成君）  ありがとうございます。確か、初めてだと思うんですけど、現
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場の救急隊員さんから、結構このトヨタのハイエースのタイプがスペースがかなり広いん

で活動しやすいんだということもかなり聞いたこともありますので、現場の方が喜んでい

ただけるんじゃないかなと思っております。 

 今後とも、現場の人が望むような仕様のものがなるべく導入されればいいなと思ってお

りますので、御意見ということで聞いていただければと思います。失礼いたします。 

○議長（河杉 憲二君）  ほかにございますか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  質疑を終結して、お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております２議案については、委員会付託を省略したいと思います

が、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、一括して討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  討論を終結して、お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております２議案については、これを可決することに御異議ござい

ませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第６９号及び議案第

７０号の２議案については、原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７１号防府市会計年度任用職員の給与等に関する条例の制定について   

  議案第７２号防府市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例等中改正について   

○議長（河杉 憲二君）  議案第７１号及び議案第７２号の２議案を一括議題といたしま

す。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  議案第７１号及び議案第７２号について一括して御説明申し上

げます。 

 この２議案は、地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律が平成２９年５月

１７日に公布され、令和２年４月１日から新たに会計年度任用職員制度が創設されること

に伴い、必要な事項を定めようとするものでございます。 

 この会計年度任用職員制度につきましては、現状において能率的な公務を遂行する上で、



－27－ 

重要な担い手であります臨時・非常勤職員の適正な任用、勤務条件の確保を目的とする制

度として、令和２年度から本市に導入しようとするものでございます。 

 まず、議案第７１号防府市会計年度任用職員の給与等に関する条例の制定につきまして

は、本市における会計年度任用職員の給料・報酬、通勤手当、期末手当、その他の給付の

支給に関し、必要な事項を定める条例を新たに制定しようとするものでございます。 

 次に、議案第７２号防府市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例等中改正につ

きましては、さきに御説明いたしました新規条例に定める事項を除き、会計年度任用職員

制度の導入に伴い、改正が必要となる複数の条例について、所要の改正を行うものでござ

います。 

 主な内容といたしましては、職員の定義に会計年度任用職員を定義つけるもの、会計年

度任用職員に関する勤務時間や育児休業、介護休暇等に関する規定を追加するもの及び所

要の条文整備を行うものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  ただいまの補足説明に対して、一括して質疑を求めます。

１９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  基本的なところという意味で、一つだけ確認させていただき

たいんですが、現在、市の雇用であります臨時職員、それから嘱託職員等の非常勤職員で

すね。それで今回、来年の２月からこの条例に基づく新しい制度に移行する場合、毎月の

賃金だとかそういった報酬について、これまでと劣るところがあるのかどうか、変わらな

いのか、その辺についてだけお答え願いたいと思います。 

○議長（河杉 憲二君）  総務部長。 

○総務部長（伊豆 利裕君）  お答えいたします。 

 現在の非常勤特別職、いわゆる嘱託職員、あるいは臨時職員でございますけれども、こ

れらの方が来年度、会計年度任用職員として任用され、今までと同じ仕事をしていただい

た場合、今回、制度上、基本的に現行の年収を下回ることのない制度設計をいたしておる

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（河杉 憲二君）  １９番、田中健次議員。 

○１９番（田中 健次君）  これは他市の事例で、そういったことが耳に入ってくるわけ

ですが、今、年収で変わらないというようなことが言われましたけれども、場合によった

ら期末手当のようなものがあるので、毎月いただく金額は下がるというようなことがある

やに聞いております。 
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 その辺についても、年収で変わらなければいいというのも一つの考え方かもしれません

が、その辺は今後の課題と受けとめて、ぜひそういったことが、職員の中にはそういうこ

とを何とかしてほしいというような要望も、これは他市の事例ですけれどもあるやに聞い

ておりますので、御検討いただきたいということだけ要望しておきます。 

○議長（河杉 憲二君）  ほかにございますか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  質疑を終結して、お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております２議案については、なお審査の要があると認めますので、

所属常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７１号及び議案第

７２号の２議案については、総務委員会に付託と決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７３号防府市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例等中改正について   

○議長（河杉 憲二君）  議案第７３号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  議案第７３号防府市職員の分限に関する手続及び効果に関する

条例等中改正について御説明申し上げます。 

 本案は、成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整

備に関する法律の公布による関係法律の改正に伴い、本市の関係条例について、所要の改

正を行おうとするものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願いを申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  本案に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  質疑を終結して、お諮りいたします。 

 本案については、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  討論を終結して、お諮りいたします。 

 本案については、これを可決することに御異議ございませんか。 
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        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７３号については、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７４号防府市固定資産評価審査委員会に関する条例中改正について   

○議長（河杉 憲二君）  議案第７４号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  議案第７４号防府市固定資産評価審査委員会に関する条例中改

正について御説明申し上げます。 

 本案は、行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の改正に伴い、本市固

定資産評価審査委員会に関する条例について、所要の条文整備を行おうとするものでござ

います。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  本案に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  質疑を終結して、お諮りいたします。 

 本案については、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  討論を終結して、お諮りいたします。 

 本案については、これを可決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７４号については、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７５号防府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例中改正について   

○議長（河杉 憲二君）  議案第７５号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 
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○市長（池田  豊君）  議案第７５号防府市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例中改正について御説明申し上げます。 

 本案は、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準の改正に伴い、

所要の改正を行おうとするものでございます。 

 改正の内容につきましては、教育・保育給付認定第２号認定子どもの副食費について、

施設が保護者から支払いを受けることができる費用とするもの並びに教育・保育給付の

１号または２号認定を受けた年収３６０万円未満相当世帯の子ども及び全所得階層の同時

利用の第３子以降の子どもに対する副食費の徴収を免除するものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願いを申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  本案に対する質疑を求めます。２番、山本議員。 

○２番（山本 久江君）  ２点ほど質問をさせていただきますが、今回、副食費の実費徴

収が始まりますけれども、この実費徴収の実務を行うのは各保育施設でございます。保育

所は、一人ひとりに新たに副食材料費の請求書を出す必要がございますが、例えば免除の

対象者は請求しないといった、今後、複雑な対応が求められております。保護者への説明、

あるいは請求、あるいは徴収・管理とこういったものの負担が、新たに保育所、あるいは

保育士さんにかかってくることとなります。 

 事務費負担軽減のために行政による新たな支援といいますか、何らかの対応、あるいは

人員配置等、必要ではないかと感じるところですけれども、市としてはどういうふうに感

じておられるのか。業務が増えてまいりますので、ただでさえ大変忙しい保育所でござい

ますが、そのあたりをどのようにお考えか、お尋ねいたします。 

○議長（河杉 憲二君）  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（熊野 博之君）  御質問にお答えいたします。 

 新たに始まります副食の実費の徴収につきましては、現在、各施設への説明、副食の取

り扱いについての御説明、また保護者への御説明等、啓発を図っているところでございま

す。 

 議員御指摘の実費徴収を、この副食費を徴収するための事務の増大は私どもも感じてお

りますが、今現在、施設のほうに個別に人を配置するとかそういうことは考えておりませ

んが、主管であります子育て支援課の職員がそれぞれ２つの係で１０人弱おるんですが、

そことよく連携して事務負担に対応していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河杉 憲二君）  ２番、山本議員。 

○２番（山本 久江君）  ぜひ、現場の声をしっかりと聞いていただきたいということを
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申し添えておきます。 

 それからもう１点、内閣府がいろんな形で自治体に例を出しているんですけれども、こ

の副食費の滞納がある場合、滞納がある保護者から事情を聞いて、その理由や改善策、あ

るいは利用継続の可否等を検討することが求められるというふうに、こう内閣府は言って

いるわけです。 

 これまで保育料の滞納があっても、それを理由に退所をさせることはないというふうに

されておりましたけれども、今回のこういった内閣府の考えを見てみますと、副食材料費

の滞納がある世帯の保育の利用を中断する可能性を示唆しているのではないかと大変危惧

いたしております。 

 親の経済状況など、子どもではどうしようもない事情の責任を子どもに負わせかねない

ものだと私は大変心配しているんですが、ぜひこのあたりの市のお考え、自治体には利用

調整の実施者として携わっていく、こういう形になるわけですから、ぜひ子どもたちが困

ることのないように対応していただきたいとこういうふうに感じておりますが、そのあた

りの御見解をお尋ねいたします。 

○議長（河杉 憲二君）  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（熊野 博之君）  御質問にお答えします。 

 滞納のことなんですが、先ほどもちょっと答弁しましたが、滞納がないように保護者の

皆様にも副食費の考え方、取り扱いについての考え方は、十分、今、啓発を図っていると

こでございます。 

 それで、今、国の方針等、いろいろもろもろ申されましたが、現場の実際、お子さんが

困らないように、よく園とも調整して対応はしていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（河杉 憲二君）  ほかにございますか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  質疑を終結して、お諮りいたします。 

 本案については、なお審査の要があると認めますので、所属常任委員会に付託したいと

思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７５号については、

教育民生委員会に付託と決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７６号防府市災害弔慰金の支給等に関する条例中改正について   
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○議長（河杉 憲二君）  議案第７６号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  議案第７６号防府市災害弔慰金の支給等に関する条例中改正に

ついて御説明申し上げます。 

 本案は、災害弔慰金の支給等に関する法律等の改正に伴い、災害弔慰金及び災害障害見

舞金の支給に関する事項を調査審議するための支給審査委員会を設置するもの及び所要の

条文整備を行おうとするものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願いを申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  本案に対する質疑を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  質疑を終結して、お諮りいたします。 

 本案については、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  討論を終結して、お諮りいたします。 

 本案については、これを可決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７６号については、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７７号防府市水道事業給水条例中改正について   

○議長（河杉 憲二君）  議案第７７号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。市長。 

        〔市長 池田  豊君 登壇〕 

○市長（池田  豊君）  議案第７７号防府市水道事業給水条例中改正について御説明を

申し上げます。 

 本案は、水道法等の改正に伴い、所要の改正等をしようとするものでございます。 

 内容につきましては、指定給水装置工事事業者の指定について、更新制が導入されたこ

とに伴い、申請手数料を創設するもの及び条文整備を行うものでございます。 

 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 
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○議長（河杉 憲二君）  本案に対する質疑を求めます。９番、石田議員。 

○９番（石田 卓成君）  このたびの条例改正については、国の水道法の改正に伴うもの

とのことでございますが、このたびの水道法改正では、運営権を民間業者などに売却する

ことができるようになったことで、市民からは心配する声が上がっております。 

 このたびの条例改正はそういった類のものではございませんが、市として、今後、その

ような形で運営権を売却する予定があるのかないのかを確認のために教えてください。 

○議長（河杉 憲二君）  上下水道局長。 

○上下水道局長（河内 政昭君）  お答えいたします。 

 現在のところ、水道事業については問題なく運営できているというふうに考えておりま

すので、コンセッション方式のような運営権の売却とかいうことは、現在のところ考えて

いないということでございます。 

○議長（河杉 憲二君）  ９番、石田議員。 

○９番（石田 卓成君）  ありがとうございます。そのつもりはないということで、大変

安心したところでございます。既に海外では、一度民営化したもののさまざまな問題が起

こったことから、再度公営化する動きなども目立ってきております。 

 水道は命を守るためのライフラインでございます。今後ともしっかりと公営の市民の皆

様に安心・安全を届け続けていただけることを強く要望いたします。 

 以上です。 

○議長（河杉 憲二君）  ほかにございませんか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  質疑を終結して、お諮りいたします。 

 本案については、委員会付託を省略したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、討論を求めます。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  討論を終結して、お諮りいたします。 

 本案については、これを可決することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７７号については、

原案のとおり可決されました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７８号令和元年度防府市一般会計補正予算（第４号）   
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○議長（河杉 憲二君）  議案第７８号を議題といたします。 

 理事者の補足説明を求めます。副市長。 

        〔副市長 森重  豊君 登壇〕 

○副市長（森重  豊君）  議案第７８号令和元年度防府市一般会計補正予算（第４号）

について御説明申し上げます。 

 まず、第１条におきまして、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９，５９８万２，

０００円を追加し、補正後の予算総額を４３７億３，８５５万９，０００円といたしてお

ります。 

 第２条の債務負担行為の補正につきましては、４ページの第２表にお示しいたしており

ますように、複数の自治体と公共施設の予約システムを共同利用する契約を締結するため、

令和５年度までの債務負担行為を設定するものでございます。 

 それでは、歳入歳出補正予算の内容につきまして、事項別明細書により御説明申し上げ

ます。 

 まず、歳出につきましては、８ページをお願いします。 

 ２款総務費１項総務管理費１目一般管理費の防災倉庫・避難所等整備事業につきまして

は、防災事業充実のための指定寄附金を活用いたしました、備蓄物資の購入経費を計上い

たしております。 

 次に、８目財政調整基金費の財政調整基金積立金につきましては、繰越金の額の確定に

伴い、その２分の１相当額を財政調整基金に積み立てることとし、既計上額との差額を計

上いたしております。 

 次に、３款民生費１項社会福祉費４目高齢者福祉費の老人福祉施設整備補助事業につき

ましては、認知症高齢者対応型介護施設の整備及び開設準備に係る補助金を計上いたして

おります。 

 また、歳入におきましては、この経費に係る県の補助金をあわせて計上をいたしており

ます。 

 次に、１４款予備費につきましては、今回の補正の収支をいたしまして、補正後の予備

費を５億３，４７０万２，０００円といたしております。 

 次に、歳入でございますが、歳出で御説明を申し上げました以外の補正につきまして、

主なものを御説明申し上げます。 

 ６ページの２１款繰越金につきましては、平成３０年度の決算に伴います繰越金の額が

確定いたしましたので、既計上額との差額を計上いたしております。 

 以上、議案第７８号につきまして、御説明申し上げました。 
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 よろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  本案に対する質疑を求めます。２番、山本議員。 

○２番（山本 久江君）  ４ページの施設予約システム共同利用事業でございますけれど

も、補正でこういった共同事業のスタートの補正がかかってきているわけですけども、こ

れはこの事業の中身を若干説明していただきたいと思いますが、対象となる自治体はどう

いったところか。それから、公共施設はどういった施設になってくるのか。それから、こ

ういったシステムを導入しようというそういう動きですかね、どういうことが契機になっ

てきたのか。そのあたりも含めて、この共同利用事業の内容を御説明いただけたらと思い

ます。 

○議長（河杉 憲二君）  総合政策部長。 

○総合政策部長（小野 浩誠君）  今回の債務負担行為の補正につきましては、文化施設、

それからスポーツ施設などの予約を自宅から、あるいはスマートフォンなどから予約でき

るようなものでございまして、現在、県等がそういったシステムを利用しているんですけ

ども、そういったシステムの共同利用に防府市も参加をするということで、来年、令和

２年１０月から予約システムに参画するということの協定を結ぶために、このたび債務負

担行為を設定するものでございます。 

 以上です。 

○議長（河杉 憲二君）  ２番、山本議員。 

○２番（山本 久江君）  そうしますと、対象となる自治体というのは県内全ての自治体

ということになりますか。 

○議長（河杉 憲二君）  総合政策部長。 

○総合政策部長（小野 浩誠君）  全ての自治体ではございませんで、宇部市、それから

山口市、その他７自治体程度の癩癩今、その共同利用に参画するかどうかというのを県か

ら打診をうけておりまして、最終的にはその各自治体の判断で参加を決めるということに

なっております。 

 以上です。 

○議長（河杉 憲二君）  ほかにございませんか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  質疑を終結して、お諮りいたします。 

 本案については、なお審査の要があると認めますので、所属常任委員会に付託したいと

思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７８号については、

予算委員会に付託と決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  議案第７９号令和元年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第１号）   

  議案第８０号令和元年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）   

  議案第８１号令和元年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）   

  議案第８２号令和元年度防府市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号）   

  議案第８３号令和元年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）   

  議案第８４号令和元年度防府市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）   

○議長（河杉 憲二君）  議案第７９号から議案第８４号までの６議案を一括議題といた

します。 

 理事者の補足説明を求めます。副市長。 

        〔副市長 森重  豊君 登壇〕 

○副市長（森重  豊君）  議案第７９号から議案第８４号までの６議案につきまして一

括して御説明申し上げます。 

 まず、１ページの議案第７９号令和元年度防府市競輪事業特別会計補正予算（第１号）

につきましては、２ページをお願いいたします。 

 平成３０年度決算に基づきまして、歳入におきましては、前年度繰越金の増額を計上い

たすとともに、歳出におきましては同額を予備費で調整いたしております。 

 次に、９ページの議案第８０号令和元年度防府市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第１号）につきましては、１０ページをお願いいたします。 

 平成３０年度の決算に基づきまして、歳入におきましては、前年度繰越金の増額を計上

いたすとともに、保険給付費等の確定に伴います山口県国民健康保険団体連合会からの返

還金を諸収入として計上をいたしております。 

 歳出におきましては、保険給付費等の確定に伴います県支出金等返還金を計上するとと

もに、予備費の増額を計上いたしております。 

 次に、１７ページの議案第８１号令和元年度防府市駐車場事業特別会計補正予算（第

１号）につきましては、１８ページをお願いいたします。 

 平成３０年度決算に基づきまして、歳入におきましては、前年度繰越金の減額を計上い

たすとともに、歳出におきましては、同額を予備費で調整をいたしております。 

 次に、２５ページ、議案第８２号令和元年度防府市交通災害共済事業特別会計補正予算

（第１号）につきましては、２６ページをお願いいたします。 
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 平成３０年度決算に基づきまして、歳入におきましては、前年度繰越金の増額を計上い

たすとともに、歳出におきましては、同額を予備費で調整をいたしております。 

 次に、３３ページの議案第８３号令和元年度防府市介護保険事業特別会計補正予算（第

２号）につきましては、３４ページをお願いいたします。 

 平成３０年度決算に基づきまして、歳入におきましては、支払基金交付金及び前年度繰

越金の増額を計上いたしております。歳出につきましては、介護給付費準備基金積立金の

増額及び介護給付費等の確定に伴います国庫支出金等返還金を計上いたしております。 

 最後に、４１ページの議案第８４号令和元年度防府市後期高齢者医療事業特別会計補正

予算（第１号）につきましては、４２ページをお願いいたします。 

 平成３０年度決算に基づきまして、歳入におきましては、前年度繰越金の増額を計上い

たすとともに、歳出におきましては、後期高齢者医療広域連合納付金の増額及び国庫補助

金等返還金を計上をいたしております。 

 以上、よろしく御審議のほど、お願いを申し上げます。 

○議長（河杉 憲二君）  ただいまの補足説明に対して、一括して質疑を求めます。

２０番、今津議員。 

○２０番（今津 誠一君）  １７ページの防府市駐車場事業特別会計補正予算ですけども、

先ほどの説明によりますと、９０万円減額をされて、そして予備費で補痾と言われました

ですかいね。この減額の理由ということについて、ちょっと説明をしていただけたらと思

います。 

○議長（河杉 憲二君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（原田みゆき君）  御質問にお答えいたします。 

 当初、見込んでおりました額を下回ったものによるものでございます。 

 以上でございます。（発言する者あり）駐車場料金につきまして、当初見込みを下回っ

たものによる減額となっております。 

 以上でございます。 

○議長（河杉 憲二君）  ２０番、今津議員。 

○２０番（今津 誠一君）  だから、何で減額になったのかねと聞きよるわけですよ。何

でその駐車場の料金が減ったんですか。 

○議長（河杉 憲二君）  生活環境部長。 

○生活環境部長（原田みゆき君）  普通駐車と定期駐車とございますが、普通駐車のほう

の見込みが当初よりも下回ったということでございます。８，５５４台の収入となってお

ります。 
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 以上でございます。 

○議長（河杉 憲二君）  ２０番、今津議員。 

○２０番（今津 誠一君）  その原因は何と捉えておられるんですか。 

○議長（河杉 憲二君）  暫時休憩します。 

正午      休憩 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

午後０時 ２分 開議 

○議長（河杉 憲二君）  休憩を閉じて会議を再開いたします。生活環境部長。 

○生活環境部長（原田みゆき君）  失礼しました。 

 こちらの内容につきましては、当初見込んでおりました内容の見込み違いということに

なろうかと思いますが、この内容についての検証はまだいたしておりません。 

 以上でございます。 

○議長（河杉 憲二君）  今津議員。 

○２０番（今津 誠一君）  大変重要なことの検証がされていないんですよね。僕が思う

のに、今、民間でかなり駐車場が市中心地に増えていますよね。だから、そういったふう

な影響もあるんだろうというふうに思います。それが主なことじゃないかと思いますがね。 

 それと、あと、この防府市駐車場の用地ですね。これを今後もこのままで利用していい

ものかどうなのかということなんですよね。非常に一等地にある土地でありまして、それ

で駐車場等の運営は、これはもう民間に任せておけばいいわけで、市が公有地をああいう

形で利用しているというのは、いかにも利用価値の低い使い方じゃないかなと思っていま

す。 

 そういうことで、ぜひ今後、あの一等地にある駐車場の敷地をいかに有効活用していく

かと、こういうことをぜひ検討していくことが必要だろうと思いますので、よろしくお願

いします。市長さん、そういうことでございますので、よく検討してもらいますようお願

いします。 

○議長（河杉 憲二君）  ほかにございますか。 

        〔「進行」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  質疑を終結して、お諮りいたします。 

 ただいま、議題となっております６議案については、なお審査の要があると認めますの

で、所属常任委員会に付託したいと思いますが、御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（河杉 憲二君）  御異議ないものと認めます。よって、議案第７９号については
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産業建設委員会に、議案第８０号から議案第８４号までの５議案については教育民生委員

会にそれぞれ付託と決しました。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（河杉 憲二君）  以上で、本日の日程は全て議了いたしました。 

 本日は、これにて散会といたします。 

 なお、次の本会議は、９月９日午前１０時から一般質問を行いますので、よろしくお願

いいたします。どうもお疲れさまでございました。 

午後０時 ４分 散会 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 
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